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令
和
八
年
九
月
二
五
日
（
水
）

一
八
：
〇
〇

弟
子
屈
町
公
民
館

勉
強
会

公
民
館
主
催
の
「
ふ
る
さ
と

講
座
」
を
勉
強
会
に
し
ま
す
。

演
題原

野
の
詩
人

更
科
源
藏

講
師

松
橋
秀
和

情
報
提
供

勉

強

会

ハンゴウソウ
アイヌ語：ぺカンペクトｳ（屈斜路）

この花が咲くと沼ではヒシの実が

実る。

写真：『阿寒・摩周の植物』から

『
北
海
道

森
と
湖
の
日
々
』

水
越
武
著

水
越
武
さ
ん
の
著
書
（
写
真

と
エ
ッ
セ
イ
）
が
刊
行
さ
れ
ま

し
た
。

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
周
辺
の

四
季
で
変
化
す
る
風
景
や
エ
ッ

セ
イ
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
て
、

読
後
に
改
め
て
私
た
ち
は
宝
物

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
地
域
の

中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

思
い
知
る
こ
と
の
で
き
ま
す
。

蔵
書
の
一
つ
に
さ
れ
、
度
あ

る
ご
と
に
写
真
と
エ
ッ
セ
イ
を

お
読
み
な
さ
る
と
、
一
日
の
幸

せ
な
時
間
の
流
れ
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

『
北
海
道

森
と
湖
の
日
々
』

（
水
越
武
著
）
は
、
舘
書
店
ほ
か

に
て
絶
賛
販
売
中
で
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
の

補
助
業
務
行
っ
て
い
ま
す

今
は
、
「
種
市
佐
改
資
料
」
の

新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
「
阿
寒
国

立
生
公
園
」
62
冊
を
デ
ジ
タ
ル

化
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
完
成
形
が

で
き
た
ら
逐
次
他
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
に
も
範
囲
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。作

業
中
に
「
郷
土
研
究
会
」
に

弟
子
屈
の
街
歩
き
が

行
わ
れ
ま
し
た

「
く
し
ろ
と
っ
て
お
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト2

0
2
6

釧
路
川

か
わ
ま

ち
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
の
行
事
の

一
環
で
「
釧
路
川
か
わ
ま
ち
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ーI

n

弟
子
屈

T
H
E

川

床
」
が
８
月

18
日
・
19
日
・
22

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

18
日
夕
方
に
は
、
弟
子
屈
の

８
月
の
勉
強
会
は
急
遽
予
定

を
変
更
し
て
、
８
月

18
日
に
行
っ

た
「
弟
子
屈
市
街
を
歩
く
」
の

概
要
説
明
と
座
談
会
に
な
り
ま

し
た
。

行
事
当
日
の
時
間
帯
が
夕
方

で
、
日
没
時
間
の
関
係
か
ら
当

会
で
想
定
し
て
い
た
道
順
は
変

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
想
定
し
て

い
た
道
順
で
街
の
歴
史
を
お
話

し
ま
し
た
。

「
ま
ぼ
ろ
し
の
鉄
道-

釧
美
線-

の
路
線
」
や
熊
牛
外
四
ヶ
村
戸

長
役
場
か
ら
弟
子
屈
外
一
村
戸

詩
の
朗
読
会

と

き
：
９
月

12
日
（
土
）

14
：
00
～

16
：
00
こ
ろ

と
こ
ろ
：
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン

摩
周
の
森

主
催
：
木
村
和
史

長
役
場
と
し
て
独
立
し
て

50
周

年
を
記
念
し
た
「
開
基
之
碑
」

の
あ
る
場
所
な
ど
は
知
る
人
ぞ

知
る
歴
史
で
、
興
味
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

中
心
市
街
を
歩
い
て
、
当
会
の

有
志
が
町
の
歴
史
に
つ
い
て
解

説
行
い
ま
し
た
。

現
地
を
歩
い
て
街
の
移
り
変

わ
り
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
の

醍
醐
味
を
感
じ
ま
し
た
。

当
会
で
も
実
施
し
て
、
弟
子

屈
の
街
の
成
り
立
ち
再
確
認
し

た
い
で
す
。

関
す
る
史
料
を
発
見
し
ま
し
た
。

北
海
道
新
聞
社
の
許
諾
、
弟

子
屈
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
承
認
を

得
ま
し
た
の
で
、
今
月
号
か
ら

数
回
に
分
け
て
「
む
か
し
む
か

史
写
真
館
」
で
紹
介
し
ま
す
。
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む
か
し
む
か
し
写
真
館

種
市
佐
改

旅
と
観
光
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
」
か
ら-

そ
の
１

小
林

俊
夫

№３６７

郷
土
研
究
会
が
発
足

弟
子
屈
町
の
「
郷
土
研
究
会
」

の
初
発
足
は
、
永
田
洋
平
氏
が
弟

子
屈
町
文
化
協
会
の
設
立
準
備
発

起
人
を
務
め
、
昭
和

25
年
４
月

20
日
の
発
足
と
同
時
に
協
会
加

盟
団
体
と
し
て
「
弟
子
屈
郷
土
研

究
会
」
を
立
ち
上
げ
、
永
田
洋
平

氏
一
人
会
員
と
し
て
登
録
し
、
動

植
物
や
郷
土
の
歴
史
な
ど
の
研
究

活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和

50
年
に
「
矢

沢
遺
跡
」
の
緊
急
発
掘
が
計
画
さ

れ
、
永
田
洋
平
氏
の
長
男
で
学
芸

員
（
考
古
学
）
の
資
格
を
持
ち
、

当
時
、
東
京
都
葛
飾
区
青
戸
の
葛

西
城
跡
の
発
掘
に
携
わ
っ
て
い
た

永
田
等
氏
に
「
矢
沢
遺
跡
」
発
掘

現
場
を
担
当
し
て
も
ら
う
た
め
帰

郷
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、
翌
年

（
昭
和

51
年
）
８
月
か
ら
本
格
的

な
発
掘
準
備
に
備
え
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
永
田
等
氏
か
ら

「
こ
れ
を
機
に
従
来
の
『
郷
土
研

究
会
』
を
引
き
継
ぐ
形
で
再
結
成

し
、
発
掘
作
業
員
の
確
保
や
郷
土

の
歴
史
研
究
活
動
等
の
推
進
を
図
っ

て
は
ど
う
か
」
と
の
提
案
が
あ
り
、

早
速
初
代
会
長
の
永
田
洋
平
氏
の

了
解
を
得
た
上
で
新
た
な
賛
同
者

を
募
っ
た
結
果
、
会
員

15
名
の

構
成
に
よ
る
「
弟
子
屈
郷
土
研
究

会
」
が
再
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
し

た
。手

元
に
あ
る
昭
和

51
年
度
定

例
総
会
（
昭
和

52
年
１
月

19
日

開
催
）
の
議
案
書
を
見
る
と
、
次

の
よ
う
な
役
員
と
会
員
の
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▽
顧
問

更
科
忠
（
酪
農
）
・
永
田
洋
平

（
商
店
）
▽
会

永
田
等
（
町
教
委
職
員
）

▽
副
会
長

浄
土
洋
（
飲
食
店
）
▽
事

務
局
長

岩
谷
吏
（
弟
子
屈
中
教
諭
）

▽
事
務
局
次
長

吉
田
武
（
商
工
会
職

員
）
▽
会
計

藤
本
幸
雄
（
酪
農
）
▽

幹
事
兼
事
務
局
員

佐
藤
征
見
（
木
彫

工
芸
）
▽
・
風
祭
保
夫
（
商
店
）
▽
会

員

右
近
一
雄
（
商
店
）
・
辻
谷
厚
志

（
飲
食
店
）
・
吹
田
敏
治
（
役
場
職
員
）
・

藤
本
亨
（
弟
子
屈
中
教
諭
）
・
山
本
善
久

（
弟
子
屈
高
教
諭
）
・
加
藤
博
司
（
役
場

職
員
）
・
小
林
俊
夫
（
町
教
委
職
員
）
・

瀬
野
清
美
（
商
店
）
・
佐
藤
和
子
・
松
橋

三
夫
（
弟
子
屈
郵
便
局
職
員
）
・
渡
辺
弘
・

岡
本
と
み
ゑ
（
弟
子
屈
小
教
諭
）
・
明
見

敬
造
（
弟
子
屈
中
教
諭
）
・
佐
藤
正
幸

（
弟
子
屈
中
教
諭
）
・
中
村
俊
文
（
書
店
）・

森
俊
郎
（
弟
子
屈
高
教
諭
）

総
勢

25
名

（
敬
称
略
）

そ
の
時
の
様
子
が
北
海
道
新
聞

道
東
版
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
記
事
で
は
、
当
時
の
会
員
た

ち
の
意
気
ご
み
の
臨
場
感
が
感
じ

ら
れ
る
の
で
、
少
々
長
く
な
り
ま

す
が
全
文
を
左
記
に
紹
介
し
ま
す
。

郷
土
研
究
会
が
発
足

弟
子
屈

会
報
や
研
究
発
表
会

意
欲
的
な
活
動
プ
ラ
ン

【
弟
子
屈
】
羅
臼
、
中
標
津
に
つ
い
で
釧
根
管
内
の
町
村
で
は
三
番
目
の
郷
土
研

究
会
が
こ
の
ほ
ど
弟
子
屈
で
発
足
し
た
。
歴
史
、
自
然
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
の
集

ま
り
で
、
毎
月
会
報
を
発
行
す
る
ほ
か
、
研
究
発
表
や
講
習
会
な
ど
活
発
に
開
い
て

ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

開
発
の
進
展
と
そ
れ
に
伴
う
環
境
破
壊
の
中
に
あ
っ
て
郷
土
を
冷
静
に
見
つ
め
直

そ
う
と
い
う
こ
の
研
究
会
は
、
二
月
か
ら
二
度
の
準
備
会
を
開
き
、
十
日
夜
に
は
町

公
民
館
に
有
志
十
人
が
集
ま
っ
て
発
足
総
会
を
開
い
た
。
会
員
は
今
の
と
こ
ろ
十
五

人
だ
が
、
こ
れ
か
ら
町
内
に
呼
び
か
け
て
増
や
し
て
ゆ
く
。

今
年
の
活
動
計
画
、
予
算
を
決
め
て
役
員
を
選
ん
だ
が
、
学
校
の
先
生
、
農
村
青

年
、
市
街
の
商
店
、
喫
茶
店
経
営
者
ら
と
比
較
的
若
い
人
た
ち
が
多
く
、
そ
れ
だ
け

に
活
動
目
標
も
発
起
人
が
用
意
し
て
い
た
原
案
よ
り
膨
ら
ん
で
な
か
な
か
意
欲
的
な

も
の
と
な
っ
た
。
活
動
の
分
野
は
考
古
、
歴
史
、
民
俗
、
自
然
な
ど
に
ま
た
が
り
、

「
一
人
年
間
千
二
百
円
の
会
費
で
賄
い
き
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と
心
配
す
る
ほ
ど
だ
が
、

毎
月
例
会
を
開
い
て
会
報
を
発
行
、
お
互
い
の
研
究
を
紹
介
、
交
流
し
合
い
、
秋
に

は
研
究
発
表
会
を
開
い
た
う
え
、
そ
の
足
跡
を
郷
土
叢
（
そ
う
）
書
の
形
に
ま
と
め

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
専
門
家
を
招
い
て
の
講
演
会
、
会
員
の
研
修
を
図

る
た
め
古
文
書
な
ど
資
料
の
扱
い
や
標
本
の
作
り
方
の
講
習
会
を
開
い
た
り
、
遺
跡

見
学
を
行
う
な
ど
、
自
然
や
文
化
財
に
恵
ま
れ
た
町
だ
け
に
活
動
に
は
こ
と
欠
か
な

い
よ
う
だ
。
事
務
局
は
下

別
教
員
住
宅
、
岩
谷
さ
ん
方
に
置
き
、
今
月
の
例
会
は

三
十
一
日
午
後
六
時
か
ら
町
公
民
館
で
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

役
員
次
の
通
り
。

▽
会
長

永
田
均
▽
副
会
長

浄
土
洋
▽
事
務
局
長

岩
谷
吏
▽
同
次
長

吉
田

武
▽
会
計

藤
本
幸
雄
▽
幹
事
佐
藤
征
見
、
右
近
和
雄

（
北
海
道
新
聞

昭
和

51
年
３
月

15
日
夕
刊
道
東
版‐

北
海
道
新
聞
社
許
諾
済

‐

文
中
誤
字
が
あ
る
が
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
）

（
※
資
料
ー
ふ
る
さ
と
歴
史
館
・
「
種
市
佐
改
度
と
観
光
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

ー
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
「
阿
寒
国
立
公
園
８
」
50
ペ
ー
ジ
史
料
№
119

）

種
市
佐
改
氏
は
、
釧
路
鉄
道
管
理

局
で
観
光
関
係
に
携
わ
り
、
退
職
後

釧
路
観
光
連
盟
の
事
務
局
長
を
勉
め

ら
れ
て
勇
退
後
、
摩
周
観
光
文
化
セ

ン
タ
ー
観
光
資
料
室
長
と
し
て
赴
任

さ
れ
て
い
ま
す
。
後
に
弟
子
屈
町
立

図
書
館
初
代
館
長
を
勤
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

氏
は
阿
寒
国
立
公
園
（
当
時
）
や

道
東
の
歴
史
や
自
然
環
境
等
の
調
べ

る
た
め
古
い
新
聞
記
事
を
収
集
し
、

そ
の
情
報
に
手
が
か
り
を
求
め
、
そ

こ
か
ら
細
部
を
探
る
手
法
で
阿
寒

（
摩
周
）
国
立
公
園
の
バ
イ
ブ
ル
と

い
わ
れ
て
い
る
『
阿
寒
国
立
公
園
物

語
』
・
『
阿
寒
国
立
公
園
の
三
恩
人
』

な
ど
を
上
梓
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
「
新
聞

ス
ク
ラ
ッ
プ
」
が
２
５
０
０
冊
ほ
ど

あ
り
ま
す
。
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